
滋賀県水源森林地域保全条例の概要 

 

目的（第１条関係） 

琵琶湖森林づくり条例第 12 条の規定の趣旨にのっとり、水源森林地域における適正な土

地利用の確保を図るための措置等を定めることにより、森林の有する水源の涵養機能の維

持および増進に寄与すること 

 

責務（第３条・第４条関係） 

〔県の責務〕 

水源森林地域の保全に関する施策を実施するとともに、水源森林地域の保全に関する

施策の実施に当たっては、市町との連携に努めることとし、市町に対し必要な情報の提

供または助言を行う 

〔土地所有者等の責務〕 

水源森林地域における適正な土地利用に配慮するよう努めるとともに、県が実施する

水源森林地域の保全に関する施策に協力するよう努めなければならない。 

 

基本方針（第５条関係） 

水源森林地域の保全に関する基本方針として次に掲げる事項を定める 

①水源森林地域における適正な土地利用に関する基本的事項 

②水源森林地域の指定に関する基本的事項 

③その他水源森林地域の保全に関し必要な事項 

 

水源森林地域の指定（第６条関係） 
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土地取引等の事前届出（第６条～第 14条関係） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(11)施行日 

平成 27年４月１日から施行することとする。ただし、届出等に係る部分については、 

 

 

 

施行日（付則関係） 

 届出に関する部分は、平成 28 年１月１日から施行 

 （届出に関する部分以外（基本方針の策定、水源森林地域の指定等）は、平成 27年４月

１日から施行） 
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水源森林地域の指定（第６条） 

④ 助 言 、 指
導の内容
を伝達 

（第 10 条 

第２項） 

① 契約の 30 日前
までに県に届出 

（第７条第１項） 

③ 助言、指導（水源
森林地域の保全
に関すること） 
（第 10 条） 

②連携 
(第８条) 

（必要に応じて） 
報告徴収・立入調査 

（第９条） 

【実効性を確保するための措置】 

 《勧告・公表》（第 11条、第 12条関係） 
  ・届出しない、または、虚偽の届出をした者（①の手続に対応） 
  ・報告徴収・立入調査を拒む等した者 
  ・指導に正当な理由なく従わない者（③の手続に対応） 
   ※勧告に従わない場合は、意見を述べる機会を与えた後公表 
 《過料》（第 13 条、第 14 条関係） 
  ・届出しない、または、虚偽の届出をした者（①の手続に対応） 
  ・報告徴収・立入調査を拒む等した者 


